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は
͡
Ί
に

　

海
外
に
肥
料
原
料
を
依
存
し

て
い
る
化
学
肥
料
の
価
格
が
高

騰
し
て
お
り
、
生
産
コ
ス
ト
が

大
幅
に
上
昇
し
、
農
業
経
営
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
生
産
者
段
階

に
お
い
て
、
肥
料
コ
ス
ト
低
減

技
術
の
導
入
を
積
極
的
に
進
め

る
と
と
も
に
、
知
恵
と
工
夫
を

こ
ら
し
て
生
産
コ
ス
ト
低
減
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
肥
料
価
格
高
騰
に
対

す
る
支
援
及
び
肥
料
コ
ス
ト
低

減
に
向
け
て
の
考
え
方
を
紹
介

し
ま
す
。

ං
ྉ
Ձ
֨
ߴ
ಅ
に
対
͢
Δ

ࢧ
ԉ

　

国
際
価
格
の
変
動
の
影
響
を

受
け
づ
ら
い
生
産
体
制
を
確
立

す
る
た
め
に「
化
学
肥
料
の
２

割
削
減
に
向
け
た
取
組
メ
ニ
ュ

ー
」（
表
１
）を
確
実
に
実
施
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
た

め
、
各
地
域
で
選
ん
だ
取
組
メ

ニ
ュ
ー
に
取
り
組
む
こ
と
を
支

援
す
る
対
策
で
、
取
組
の
か
か

り
増
し
経
費
の
1
／
2
相
当
額

を
支
援
し
ま
す
。

ං
ྉ
ί
ス
ト

ݮ
に
向
け

て
の
ߟ
͑
ํ

　

効
率
的
な
施
肥
技
術
の
導
入

を
行
い
、
土
壌
・
品
種
な
ど
の

栽
培
条
件
を
考
慮
し
、
総
合
的

な
視
点
か
ら
技
術
を
組
み
立
て
、

生
産
者
段
階
に
お
け
る
施
肥
量

や
肥
料
購
入
費
の
抑
制
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
土
壌
診
断
に
基
づ
く
施
肥
改

善
　

圃
場
の
土
壌
診
断
を
行
う
こ

と
で
、
土
壌
中
に
蓄
積
し
て
い

る
窒
素
、
り
ん
酸
、
加
里
等
の

肥
料
成
分
が
明
ら
か
と
な
る
こ

と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
肥
量
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
堆
肥
等
を
活
用
し
た
化
学
肥

料
の
節
減

　

堆
肥
に
は
利
用
可
能
な
窒
素
、

り
ん
酸
、
加
里
が
含
ま
れ
て
い

る
の
で
、
そ
の
分
の
化
学
肥
料

の
施
用
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
な
お
、
堆
肥
の
窒
素

肥料高騰対策について
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肥
効
率
は
、
原
料
と
な
る
畜
種

や
炭
素
率（
C
／
N
）で
異
な
り
、

一
般
的
な
牛
ふ
ん
堆
肥
の
場
合

10
〜
20
％
、
豚
ぷ
ん
堆
肥
の
場

合
20
〜
30
％
、
鶏
ふ
ん
堆
肥
の

場
合
40
〜
60
％
程
度
な
の
で
注

意
が
必
要
で
す（
図
１
、
表
２
）。

③
施
肥
方
法
の
改
善
に
よ
る
施

肥
効
率
の
向
上 

　

水
稲
の
場
合
、
施
肥
位
置
と

肥
料
の
タ
イ
プ
を
変
え
る
こ
と

に
よ
り
、
窒
素
の
利
用
率
は
9

〜
83
％
に
変
化
し
ま
す（
図
２
）。

肥
効
調
節
型
肥
料
を
側
条
施
肥

や
接
触
施
肥
す
る
こ
と
で
、
肥

料
の
利
用
効
率
が
高
ま
り
、
必

要
な
施
用
量
を
低
減
で
き
ま
す
。

野
菜
栽
培
等
で
は
、
マ
ル
チ
内

施
肥
や
う
ね
内
施
肥
、
か
ん
水

同
時
施
肥
等
を
行
う
こ
と
で
、

施
肥
量
を
20
〜
50
％
低
減
で
き

ま
す
。

④
低
価
格
肥
料
や
低
成
分
肥
料

の
導
入

　

従
来
の
化
成
肥
料
に
替
え
て
、

単
肥
混
合
、
バ
ル
ク
ブ
レ
ン
デ

ィ
ン
グ
肥
料（
Ｂ
Ｂ
肥
料
）、
フ

レ
コ
ン
販
売
肥
料
、
低
成
分
肥

料（
低
Ｐ
Ｋ
肥
料
）な
ど
比
較
的

低
価
格
の
肥
料
を
利
用
す
る
な

ど
施
肥
の
目
的
や
価
格
を
考
え
、

肥
料
費
の
低
減
が
可
能
で
す

（
表
３
）。

⑤
緑
肥
の
利
用

　

緑
肥
作
物（
ソ
ル
ガ
ム
、
エ

ン
バ
ク
、
ラ
イ
ム
ギ
、
ヘ
ア
リ

ー
ベ
ッ
チ
、ク
ロ
タ
ラ
リ
ア
等
）

を
栽
培
し
、
す
き
込
む
こ
と
で
、

慣
行
栽
培
と
同
等
の
収
量
を
確

保
し
つ
つ
、
土
づ
く
り
を
行
い
、

化
成
肥
料
を
削
減
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
緑
肥
作
物
の
利
用

に
当
た
っ
て
は
、
主
作
物
の
栽

培
時
期
を
踏
ま
え
、
緑
肥
作
物

の
栽
培
適
性
や
目
的
と
す
る
効

果
等
に
留
意
し
て
緑
肥
の
種

類
・
品
種
を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま

す（
表
４
）。
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⑥
田
畑
輪
換

　

水
田
を
水
田
状
態
お
よ
び
畑

状
態
で
交
互
に
利
用
す
る（
３

〜
数
年
の
輪
換
期
間
）こ
と
で
、

水
稲
並
び
に
畑
作
物
の
生
産
の

向
上
が
可
能
で
す
。
水
田
か
ら

畑
、
ま
た
水
田
へ
と
土
壌
状
態

の
変
化
に
伴
い
、
土
壌
微
生
物
、

害
虫
、
雑
草
の
発
生
相
が
変
わ

り
ま
す
。
田
畑
輪
換
に
よ
り
輪

換
後
は
雑
草
、
病
害
虫
の
発
生

が
抑
制
さ
れ
、
農
薬
を
節
減
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ˎදதのՁ֨ɺฉ͖औΓ（R��5�݄）によるൢചՁ֨にߟࢀͮ͘جՁ֨
ˎ ʮˎ͑͵͖ʯの߹ɺ��BͨΓᶃᶄ1,ංྉͰ�8��ʙ����ԁὋ
ɹɹᶅ୯ංͰ6���ԁὋ

ᶃ

ᶄ ᶅ

ˎ�ϔΞϦʔϕονΛ�݄Լ०に播種͠ɺཌ年5݄Լ०にঅ͖ࠐΈɹ
ɻྫࣄͨ࢝͠ɺ�6্݄०に栽培։ޙ
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﹁
焼
畑
あ
つ
み
か
ぶ
ブ
ラ
ン

ド
力
向
上
対
策
協
議
会
﹂の

設
立

　

当
協
議
会
は
、
平
成
24
年
に

設
立
さ
れ
た
団
体
で（
会
長
：

忠
鉢
孝
喜
）、「
焼
畑
あ
つ
み
か

ぶ
」を
温
海
地
域
の
ト
ッ
プ
ブ

ラ
ン
ド
農
産
物
に
相
応
し
い
高

品
質
で
安
定
し
た
生
産
体
制
の

構
築
と
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
を

目
的
と
す
る
団
体
で
す
。

　

構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
Ｊ
Ａ
庄

内
た
が
わ
温
海
支
所
、
一
霞
温

海
か
ぶ
生
産
組
合（
農
事
組
合

法
人
）、
あ
つ
み
旬
菜
会（
産
直

団
体
）、
㈱
ク
ア
ポ
リ
ス
温
海

（
産
直
運
営
企
業
）、
温
海
町
森

林
組
合
、
鶴
岡
市
温
海
庁
舎
で
、

ほ
か
に
も
、
山
形
大
学
農
学
部
、

山
形
県
庄
内
総
合
支
庁
農
業
技

焼
畑
あ
つ
み
か
ぶ
と
は

　

焼
畑
あ
つ
み
か
ぶ
は
、
鶴
岡

市
温
海
地
域
の
主
に
山
間
部
で

山
の
傾
斜
地
等
を
利
用
し
た
土

壌
に
、
火
を
入
れ
て
畑
を
作
る

伝
統
的
な
焼
畑
農
法
に
よ
り
栽

培
さ
れ
る「
あ
つ
み
か
ぶ
」で
す
。

　

江
戸
時
代
か
ら
栽
培
が
行
わ

れ
て
い
る
在
来
作
物
で
、
天
明

５
年（
1
7
8
5
年
）に
は
、
往

来
物
と
し
て
江
戸
に
渡
っ
た
記

録
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
15
年
に
発
足
し
た「
山

形
在
来
作
物
研
究
会
」（
事
務

局
：
山
形
大
学
農
学
部
。
令

和
5
年
3
月
閉
会
。）で
は
、

山
形
県
内
で
1
7
0
品
目
以
上

の
在
来
作
物
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
が
、「
焼
畑
あ
つ
み
か
ぶ
」

も
そ
の
一
つ
で
す
。

焼畑あつみかぶ振興

術
普
及
課
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
参
画
し
て
い
ま
す
。

協
議
会
の
活
動
内
容

　

設
立
後
、
こ
れ
ま
で
、
優
良

種
子
生
産
の
支
援
や
栽
培
基
準

の
作
成
、
ロ
ゴ
・
マ
ー
ク
の
制

定
及
び
商
標
登
録
、
研
修
活
動
、

Ｐ
Ｒ
活
動
等
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

（
主
な
取
り
組
み
内
容
）

平
成
24
〜
27
年
度

優
良
種
子
採
種
実
証
事
業

平
成
25
〜
26
年
度

「
焼
畑
あ
つ
み
か
ぶ
」ロ
ゴ
・
マ

ー
ク
の
公
募
、
決
定
、
商
標
登

録（
※
１
）

平
成
26
年
度

栽
培
基
準
、
ロ
ゴ
・
マ
ー
ク
使

用
管
理
要
綱
の
制
定（
※
２
）

平
成
26
年
度
〜

の
ぼ
り
、
ポ
ス
タ
ー
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
、
缶
バ
ッ
チ
な
ど
の
販

促
ツ
ー
ル
の
作
成

平
成
27
年
度
〜

Ｐ
Ｒ
活
動（
市
内
農
林
水
産
イ
ベ

ン
ト
、
首
都
圏
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
）

平
成
28
年
度

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

平
成
29
〜
令
和
元
年
度

Ｇ
Ｉ
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み

平
成
30
年
度

第
２
回
焼
畑
フ
ォ
ー
ラ
ム（
静

岡
県
）参
加

令
和
２
年
度
〜

栽
培
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
事
業

令
和
３
年
度
〜

ス
ギ
葉
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業

現
在
の
課
題
と
主
な
取
り

組
み
に
つ
い
て

　

こ
の
よ
う
に
10
年
を
超
え
る

活
動
の
中
で
様
々
な
事
業
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
近
年

は
栽
培
面
積
や
生
産
者
数
、
出

荷
数
量
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
生

産
農
家
の
高
齢
化
や
過
酷
な
焼

畑
作
業
の
敬
遠
、
温
暖
化
に
よ

る
収
穫
量
の
変
化
な
ど
が
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
協
議
会
で
は
、

写真１. 焼畑あつみかぶ

写真２. 栽培チャレンジサポート事業

上　野　直　也鶴岡市温海庁舎産業建設課 専門員

～焼畑あつみかぶブランド力向上対策協議会の取り組みについて～
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繋
げ
る
活
動
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
５
グ
ル
ー
プ
が

取
り
組
み
、
Ｊ
Ａ
や
産
直
施
設

へ
の
出
荷
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ス
ギ
葉
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業

　

こ
の
事
業
は
火
入
れ
前
に
刈

り
払
っ
た
草
木
等
の
燃
料
物
だ

け
で
は
焼
畑
が
難
し
い
圃
場
が

見
受
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

温
海
町
森
林
組
合
の
協
力
を
得

て
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
で
す
。

　

温
海
町
森
林
組
合
の
森
林
整

備
で
生
じ
た
不
要
な
ス
ギ
葉
を

指
定
の
場
所
に
搬
出
、
協
議
会

で
は
利
用
者
を
募
集
し
、
申
込

者
が
必
要
量
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
等

で
運
搬
、
各
々
の
圃
場
で
活
用

す
る
こ
と
で
、
効
果
的
な
焼
畑

安
定
し
た
生
産
体
制
の
構
築
は

栽
培
面
積
と
生
産
量
の
維
持
が

ブ
ラ
ン
ド
を
守
り
続
け
る
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
と
捉
え
、
令
和
２

年
度
よ
り「
栽
培
チ
ャ
レ
ン
ジ

サ
ポ
ー
ト
事
業
」、
令
和
３
年

度
よ
り「
ス
ギ
葉
マ
ッ
チ
ン
グ

事
業
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。

栽
培
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー

ト
事
業

　

こ
の
事
業
は
、
新
た
に
生
産

に
取
り
組
む
グ
ル
ー
プ
に
対
し

て
、
ベ
テ
ラ
ン
生
産
者
の
指
導

を
仰
ぎ
な
が
ら
圃
場
の
整
備
か

ら
火
入
れ
、
収
穫
の
他
、
必
要

な
事
務
手
続
き
な
ど
の
支
援
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
焼
畑
栽
培

技
術
の
継
承
や
後
継
者
育
成
に

ー
と
協
力
し
な
が
ら
、
栽
培
面

積
や
生
産
量
の
増
、
焼
畑
栽
培

の
技
術
の
向
上
と
継
承
に
努
め
、

次
世
代
に
繋
が
る
よ
う
に
今
後

も
活
動
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

写真３.スギ葉マッチング事業

作
業
に
繋
げ
て
い
ま
す
。

　

初
年
度
は
14
件
、
５
年
度
は

23
件
の
申
し
込
み
が
あ
る
な
ど

利
用
は
増
え
て
お
り
、
将
来
的

に
は
自
然
由
来
の
肥
料
と
し
て

の
付
加
価
値
を
つ
け
、
お
金
の

循
環
が
生
ま
れ
る
仕
組
み
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
温
海
町
森
林
組

合
で
は
、
管
理
す
る
杉
林
の
皆

伐
跡
地
で
焼
畑
あ
つ
み
か
ぶ
を

栽
培
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
る
再

造
林
等
の
経
費
に
販
売
利
益
を

充
当
し
て
森
林
所
有
者
の
負
担

軽
減
を
図
る「
森
林
資
源
の
循

環
の
推
進
」に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

将
来
に
向
け
て

　

鶴
岡
市
は
、「
焼
畑
あ
つ
み
か

ぶ
」や「
越
沢
三
角
そ
ば
」な
ど

の
在
来
作
物
、
一
年
を
通
じ
て

採
れ
る
多
様
な
食
材
や
祭
り
で

用
い
る
行
事
食
等
が
評
価
さ
れ
、

平
成
26
年
に
日
本
で
初
め
て
ユ

ネ
ス
コ
食
文
化
創
造
都
市
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
化
等
に
伴
う
生
産
農
家

の
減
少
や
、
高
温
・
大
雨
な
ど

の
異
常
気
象
で
栽
培
が
よ
り
難

し
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
協
議
会
で
は
構
成
メ
ン
バ

˞̎ʮমാ͋ͭΈ͔Ϳʯഓج४ཁߝ
ᾇ�栽培ҬɺԬࢢԹւҬ内Ͱ͋る͜ͱɻ
ᾈ�栽培΄ɺྛࢁɺݪຢݪԽͨ͠農Ͱ͋る͜ͱɻ
ᾉ�品種ɺԹւҬࡏདྷ品種ʮԹւΧϒʯͰ͋る͜ͱɻ
ᾊݪ�産Ͱ͋るҰբूམͰ生産͞Εͨ種ࢠのΈΛ用͢る͜ͱɻ
ᾋ�΄内にࣗ生͍ͯ͠るΛמΓ͍ɺমാΛ͍ߦɺ耕ى作ۀΛߦΘͣͦの··栽培͢る͜ͱɻ
ᾌ�মാ΄の࠶ར用Λ͏ߦ߹ɺదͳ২のੵ（֓Ͷ̐ʙ̑年）Λͬͯ栽培͢る͜ͱɻ

˞̍ʮমാ͋ͭΈ͔ͿʯͷϩΰɾϚʔΫ

ɹฏ�6年��݄にɺ+"ঙ内͕ͨΘのग़ئによるਤ
ඪ͕ొ（ొඪɹୈ57����5�߸）ɻমാܗ
のʮমʯΛғΉ৭ԹւҬのܗΛ͔ͨͲΓɺ生産
ऀの·͙ͬ͢ͳ͍ࢥΛઢతͳϩΰにࠐΊ͍ͯるɻɹ
౷తͳমാ農๏Ͱͭ͘ΒΕͨԹւҬのʮ͋ͭΈ
͔Ϳʯに͜のϩΰ・ϚʔΫΛ付͠ɺߴ品࣭ͳʮমാ
͋ͭΈ͔ͿʯΛকདྷにけൃ৴͍ͯ͠るɻ
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は
͡
Ί
に

　

山
形
県
で
は
、
飼
料
自
給
率

の
向
上
を
目
指
す
取
組
み
の
な

か
で
、
県
で
育
成
し
た
稲
W
C

S
用
品
種「
山
形
飼
糯
1
3
8

号
」の
生
産
・
利
用
の
普
及
に

努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
山
形

飼
糯
1
3
8
号
」の
種
籾
に
つ

い
て
は
、
供
給
体
制
を
担
う
協

議
会
が
受
注
生
産
・
販
売
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、「
山

形
飼
糯
1
3
8
号
」の
特
性
や
、

生
産
拡
大
に
向
け
た
取
組
み
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ࢁ
ܗ
ݝ
の
Ҵ
8
$
4
Λ
取

り
·
͘
ঢ়
گ

　

稲
W
C
S（
イ
ネ
ホ
ー
ル
ク

ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
、
稲
発
酵

粗
飼
料
）は
、
稲
の
子
実
が
完

熟
す
る
前
に
、
穂
と
茎
葉
を
一

緒
に
収
穫
し
サ
イ
レ
ー
ジ
化

（
乳
酸
発
酵
）し
た
粗
飼
料
で
あ

り
、
主
に
乳
用
牛
や
肉
用
繁
殖

牛
に
給
与
さ
れ
、
水
田
を
有
効

活
用
し
て
生
産
で
き
る
自
給
飼

料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
形
県
に
お
け
る
作
付
面
積
は

平
成
25
年
の
5
7
1
㌶
か
ら
９

年
連
続
で
増
加
し
、
令
和
４
年

は
1
1
1
5
㌶
ま
で
拡
大
し
て

い
ま
す
。

　

県
内
の
稲
W
C
S
向
け
に
利

用
さ
れ
て
い
る
品
種
は
、
主
食

米
品
種
が
約
８
割
、
専
用
品
種

が
約
２
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
牛
へ
の
給

与
に
お
い
て
、
黄
熟
期
以
降
に

収
穫
・
調
製
し
た
稲
W
C
S
で

は
子
実
排
せ
つ
率
が
40
%
以
上

と
な
る
こ
と
か
ら
、
未
消
化
子

実
に
よ
る
栄
養
損
失
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

酪
農
家
や
肉
用
牛
繁
殖
農
家
か

ら
は
、
よ
り
飼
料
設
計
が
し
易

い
、
籾
わ
ら
比
が
低
い
茎
葉
型

の
品
種
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

﹁
ࢁ
ܗ
ࣂ
ឪ
�
�
�
߸
﹂と
は

　
「
山
形
飼
糯
1
3
8
号
」は
、

県
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
水

田
農
業
研
究
所
に
て
、
新
た
な

　

山
形
県
で
は
平
成
30
年
度
か

ら
令
和
４
年
度
に
か
け
て
県
内

各
地
で
栽
培
実
証
を
行
っ
て
お

り
、「
山
形
飼
糯
1
3
8
号
」は

主
食
米
品
種
と
比
較
し
て
茎
葉

量
が
多
く
、
作
業
が
簡
易
な
直

播
栽
培
に
お
い
て
も
収
量
が
確

保
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
栽
培
実
証
農
家

か
ら
耐
倒
伏
性
に
優
れ
栽
培
・

収
穫
し
易
い
と
の
評
価
、
酪
農

家
及
び
肉
用
牛
繁
殖
農
家
か
ら

牛
の
嗜
好
性
が
良
好
と
の
評
価

を
得
て
い
ま
す
。

छ

の
ੜ
࢈
ɾ
ڙ
څ
ମ
੍

　
「
山
形
飼
糯
1
3
8
号
」の
生

産
拡
大
を
図
る
た
め
、
山
形
県

稲
発
酵
粗
飼
料
種
籾
生
産
・
供

給
協
議
会（
構
成
員
：
山
形
県

畜
産
協
会
、
全
農
山
形
畜
産
部
、

山
形
県
酪
農
業
協
同
組
合
及
び

茎
葉
型
品
種
を
目
標
に
育
成
し

た
、
山
形
県
初
と
な
る
稲
W
C

S
用
の
専
用
品
種
で
す
。
耐
倒

伏
性
は〝
強
〞で
あ
り
、
草
丈
が

長
く
、
籾
が
褐
色
の
た
め
他
品

種
と
識
別
性
が
あ
り
ま
す
。
登

熟
期
は
中
生
の
晩
に
属
し
て
お

り
、
山
形
県
で
は
８
月
下
旬
か

ら
９
月
上
旬
に
収
穫
で
き
る
た

め
、
主
食
米
の
収
穫
と
作
業
を

分
散
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
茎
葉
部
分
の
糖
含
量

が
主
食
米
品
種
よ
り
も
高
い
と

い
う
特
徴
を
有
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
籾
重
が
小
さ
い
た
め
、
光

合
成
で
生
産
さ
れ
た
糖
が
籾
に

貯
蓄
し
き
れ
ず
に
茎
葉
部
分
に

蓄
積
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本

品
種
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
消

化
性
及
び
発
酵
品
質
に
優
れ
た

サ
イ
レ
ー
ジ
の
生
産
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

稲WCS用品種『山形飼糯138号』の
生産拡大の取組みについて

写真１. ొख़ظͷࣂܗࢁឪ���߸

写真２. Ҵגʢࠨʣࣂܗࢁឪ���߸�
ɹɹɹɹ��ɹʢӈʣ;͘ͻͼ͖

藤　田　琴　菜山形県農林水産部畜産振興課
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県
畜
産
振
興
課
）を
令
和
３
年

３
月
に
設
立
し
、
同
協
議
会
は

令
和
３
年
度
よ
り「
山
形
飼
糯

1
3
8
号
」種
籾
の
生
産
・
販

売
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
「
山
形
飼
糯
1
3
8
号
」の
種

籾
は
、
注
文
の
あ
っ
た
数
量
に

合
わ
せ
て
生
産
を
行
う
受
注
生

産
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
種
籾
購
入
者
は
、
注
文
し

た
翌
年
度
に
納
品
、
翌
々
年
度

に
作
付
け
と
な
る
こ
と
な
り
ま

す
の
で
御
留
意
く
だ
さ
い
。

　

種
籾
の
生
産
・
販
売
ス
キ
ー

ム
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

（「
表
・
山
形
飼
糯
1
3
8
号
生

産
・
供
給
の
流
れ（
具
体
例
）」

参
照
）

① 

９
月
頃
〜
11
月
頃
：〝
翌
々

年
度
播
種
用
〞種
籾
の
予
約

注
文

　

同
協
議
会
に
よ
り
予
約
注
文

の
受
付
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、

山
形
県
畜
産
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
注
文
書
様
式
を
掲
載
し

ま
す
。
種
籾
の
購
入
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
注
文
書
に
必
要
事

項
を
記
載
し
、
同
協
議
会
に
提

出
し
ま
す
。
こ
の
と
き
、
注
文

す
る
種
籾
は
翌
々
年
度
播
種
用

と
な
り
ま
す
の
で
御
留
意
く
だ

さ
い
。

② 

12
月
頃
：
種
籾
生
産
量
の
決

写真３. ʢࠨʣࣂܗࢁឪ���߸�ʢӈʣ;͘ͻͼ͖

ਤ１. ମ੍څڙɾ࢈ឪ���߸ͷੜࣂܗࢁ

写真̐. ࢠछ༻ะͷཧͷ༷࠾

ද１. ͷྲྀΕʢ۩ମྫʣڅڙɾ࢈ឪ���߸ੜࣂܗࢁ

定

　

予
約
注
文
の
受
付
終
了
後
、

同
協
議
会
に
お
い
て
注
文
数
量

を
と
り
ま
と
め
、
採
種
用
の
圃

場
面
積
を
決
め
ま
す
。

③ 

翌
年
４
月
頃
〜
11
月
頃
：
同

協
議
会
か
ら
の
種
籾
生
産
委

託
に
よ
る
栽
培
・
収
穫

④ 

翌
年
10
月
頃
：
予
約
注
文
の

確
認

　

協
議
会
か
ら
種
籾
注
文
者
に

向
け
、
前
年
度
の
注
文
内
容
及

び
納
品
時
期
等
に
つ
い
て
の
確

認
書
を
送
付
し
ま
す
。

⑤ 

翌
年
12
月
頃
：
種
籾
の
納
品

　

納
品
は「
直
接
引
き
取
り
」と

「
配
送（
送
料
は
注
文
者
負
担
）」

の
２
タ
イ
プ
か
ら
の
選
択
と
な

り
ま
す
。

　

現
在
、
販
売
価
格
は
7
7
0

円
／
㌔
㌘（
税
込
）と
な
っ
て
い

ま
す
。
県
内
に
広
く
普
及
さ
せ

る
こ
と
を
目
指
し
、「
た
ち
す
ず

か
」「
リ
ー
フ
ス
タ
ー
」と
い
っ

た
一
般
社
団
法
人
日
本
草
地
畜

産
種
子
協
会
が
販
売
す
る
稲

W
C
S
用
品
種
と
比
較
し
て
、

安
価
な
価
格
設
定
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

࠷
ޙ
に

　
「
山
形
飼
糯
1
3
8
号
」は
令

和
３
年
１
月
の
山
形
県
飼
料
作

物
有
望
品
種
等
協
議
会
で
有
望

品
種
に
採
用
さ
れ
、
令
和
４
年

度
よ
り
一
般
作
付
け
が
始
ま
り
、

令
和
５
年
度
の
作
付
面
積
は
28

㌶
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

令
和
６
年
度
の
予
定
作
付
面
積

61
㌶
に
向
け
て
種
籾
生
産
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
世
に
出
た

ば
か
り
の「
山
形
飼
糯
1
3
8

号
」を
多
く
の
農
業
者
の
皆
様

か
ら
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
問
い
合
わ
せ
先
）

山
形
県
農
林
水
産
部
畜
産
振
興

課
畜
産
生
産
基
盤
担
当　

T
E
L
：

0
2
3
–
6
3
0
–
2
4
3
5

山形飼糯138号の生産・供給体制

山形飼糯138号
種籾生産農家

山形県稲発酵粗飼料
種籾生産・供給協議会

山
形
県

耕
種
農
家

※受注生産※

育成権者

利用契約

種籾生産委託契約

種籾販売

種籾注文

（事務局）県畜産協会

R5年
4月～6月

R5年
7～9月

R5年
10～12月

R6年
4～6月

R6年
7～9月

R6年
10～12月

R6年播種用
種籾（R5年産）

種籾生産農家
による種籾栽培

・予約注文内容の確認
・種籾供給量確定
・耕種農家に種籾納品

耕種農家による
作付け

R7年播種用
種籾（R6年産）

・予約注文の受付
・種籾生産数量の決定

種籾生産農家
による種籾栽培

・予約注文内容の確認
・種籾供給量確定
・耕種農家に種籾納品

R8年播種用
種籾（R7年産）

・予約注文の受付
・種籾生産数量の決定
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発
行
所
／
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
山
形
県
本
部
（
Ｊ
Ａ
全
農
山
形
）

　
　
　
〒
990-0042

山
形
県
山
形
市
七
日
町
三
丁
目
１
番
16号

TEL023-634-8133
発
行
人
／
長
谷
川
 直
秀
　
　
 　
　
印
刷
所
／
庄
内
農
村
工
業
農
業
協
同
組
合
連
合
会

U
R

L https://w
w

w
.zennoh-yam

agata.or.jp/
E-m

ail:sysm
ail@

yt.zennoh.or.jp

J
A
全
農
山
形
は
９
月

21
日
、
天
童
市
に
あ
る
全

農
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
山
形

で
、
２
０
２
３
年
山
形
県

産
新
米
出
荷
式
を
開
催

し
、
県
や
県
内
J
A
の
代

表
ら
約
50
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
、

J
A
全
農
山
形
の
折
原
敬

一
運
営
委
員
会
会
長
は

「
需
給
環
境
は
業
務
用
を
中
心
に
改
善
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、
生
産
現
場
で
は
気
象
に
よ
る
品
質
の
不
安

定
化
や
生
産
費
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
営
農
継
続
が

困
難
視
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
」
と
し
た
う
え
で
「
生

産
者
の
手
取
り
最
大
化
に
向
け
、
産
地
と
J
A
、
取

引
先
と
の
連
携
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
し
、
皆
様
の

負
託
に
応
え
て
い
く
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

出
荷
式
で
は
、
豊
作
と
農
作
業
・
輸
送
の
安
全
を

祈
願
す
る
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
つ
や
姫
レ
デ
ィ

が
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
花
束
を
贈
呈
し
た
後
、

２
台
の
ト
ラ
ッ
ク
が
23
年
産
の
「
雪
若
丸
」
と
「
は

え
ぬ
き
」
の
玄
米
を
計
26
ト
ン
載
せ
、
関
東
圏
の
卸

売
業
者
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

2023年山形県産新米出荷式を開催　
秋の味覚、新米をお楽しみに！

2023年山形県産新米出荷式を開催　2023年山形県産新米出荷式を開催　2023年山形県産新米出荷式を開催　2023年山形県産新米出荷式を開催　2023年山形県産新米出荷式を開催　2023年山形県産新米出荷式を開催　
秋の味覚、新米をお楽しみに！秋の味覚、新米をお楽しみに！

2023年山形県産新米出荷式を開催　
秋の味覚、新米をお楽しみに！
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